
＜２４＞貸切りバスまたはマイクロバスでの引率中における事故・故障時の対応 

  【事故・故障発生時】（引率教員・運転手） 

   ・生徒の安全確保を最優先（二次被害の防止） 

   ・冷静な判断、迅速な行動 ※引率者が複数の場合は役割分担を明確にする。 

   ・関係各所（警察・救急・学校・保護者・配車業者等）へ速やかに報告・連絡を行う。 

  １ 発生直後の初動対応 

   ① 安全な場所への停車（運転手） 

     ・ハザードランプを点灯させ、速やかに路肩や非常駐車帯など安全な場所に停車させる。 

     ・エンジンを切り、サイドブレーキを確実に引く。 

   ② 二次被害の防止（運転手・引率教員） 

     ・車両後方に発煙筒を焚き、停止表示板（三角表示板）を設置する。 

     ※高速道路の場合は、非常電話で連絡（運転手） 

   ③ 生徒の状況確認と指示（引率教員） 

     ・生徒に「事故または故障で停車したこと」「落ち着くことを」伝える。 

     ・負傷者や体調不良者がいないか確認する。 

２ 生徒の避難誘導（状況に応じて判断）  

 ※停車した場所の危険度（高速道路・トンネル・片側１車線・夜間・悪天候など）に応じて車内待機・ 

車外避難か判断する。 

 ① ガードレールの外側など、自動車が進入してこない安全な場所に誘導する。 

 ② 避難時は絶対に車道側に出ない・歩かせない。 

 ③ 避難完了後、即座に点呼を行うとともに再度、ケガ・体調の確認を行う。 

 ④ 不安がる生徒に声をかけ、状況を適宜説明して安心させる。 

３ 連絡・手配  

 ① 警察 ※ケガ人や体調不良者がいる場合は救急車要請（運転手・引率教員） 

 ② ロードサービス・運行会社（運転手） 

 ③ 学校管理職（引率教員） 

 ④ 旅行会社・目的地（引率教員） 

 ※引率教員は、保護者に状況・今後の見通し等について連絡する。 

 ※帰校が分散する場合は、引率教員は生徒に帰校後の集合場所を伝え、最初の便で帰校する。 

  運転手（又はスタッフ等）は、一番最後に帰校する。 

４ 学校到着後 

 ①生徒の点呼、体調確認を行う。（引率教員） 

 ※体調不良者については、保護者が迎えに来ている場合は、保護者に引き渡し、病院受診を依頼する。 

  保護者が迎えに来ていない場合は、引率教員が病院に付き添い受診させる。その際、保護者へ病院を 

  受診することを連絡する。（引率教員・管理職） 

   ②保護者への連絡（引率教員） 

   ※迎えに来られている保護者に対して、ご心配をお掛けしたことについて謝罪し、事故・故障の状況に 

ついて概要を説明する。詳細の説明については後日、改めて行うことを伝える。 

（迎えに来られていない保護者に電話し、謝罪・経緯説明する。） 

   

※ 貸切バスで引率する場合は、見積書または契約書を出張命令書に添付し、管理職の承認を得ること。 

※ 貸切バス・マイクロバス（レンタカー含む）で引率する場合は、事前に同乗承諾書を配布し、提出され

たものは顧問が保管する。マイクロバスによる生徒引率承認願、貸切バス・マイクロバス同乗生徒内訳

書を出張命令書に添付し、管理職の承認を得ること。引率終了後、アルコールチェック確認等の記録簿

およびマイクロバス点検簿を出張復命書に添付すること。なお、レンタカーの場合は、契約書を出張命

令書に添付する。 

※ 同乗引率者は、貸切バス・マイクロバス同乗生徒内訳書を携帯すること。なお、紛失等には注意するこ

と。 


